
　5月22日「国際生物多様性の日」を記
念して、GEOCとUNU-IASは「生物多
様性特集サイト」を立ち上げました！
　生物多様性に関する国内外の取組やイ
ベント、政策などの情報を発信し、地球の生命の多様さを守るこ
との意味を共に考えることを目的としています。
　ぜひ、ハッシュタグ（#生物多様性2020／#Biodiversity2020）
をつけて、個人や団体の生物多様性に関する取り組みを皆さんの
SNSで共有し、このキャンペーンにご参加ください！
http://www.geoc.jp/activity/international/26647.html
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全国8カ所に設置された
環境パートナーシップオフィス（EPO）の活動

　新型コロナウイルスの感染拡大に
伴い、世界的に生活様式への大きな
変化が求められ、近畿EPOでも緊
急事態宣言発令中の約2か月間は在
宅勤務を取り入れ、外部との会議や
スタッフ間の打ち合わせはオンライ
ンが日常となった。 
　オンラインは、遠距離にいても顔
を合わせて話ができたり、移動に要
する時間がなく事業の効率化に繋が
るといった利点があり、コロナ禍が
落ち着きつつある今後も、オンライ

ンコミュニケーションは1つの手段
として定着すると想定している。近
畿EPOでは、地域循環共生圏構築
に向けて、相互参照による取組のブ
ラッシュアップや出会いによる仲間
づくりを促す場づくりを行っている。
これがオンラインでの実施となると、
信頼関係が浅い関係者での合意形成
やパートナーシップ構築には不向き
ではあると思われるものの、講演な
ど知見や事例の情報発信や気軽な意
見交換等の手段には有用であると感
じている。 
　今後、オンラインを活用した事業
を効果的に推進していくためには、
講演者等の考えや想いを明確に言語
化し、参加者の共通認識の形成を促
すような教材が重要ではないかと考
えている。この教材を参加者が手元
で参照するとともに、画面では話し

手の表情や思いが伝わるように配慮
することで、参加者は新たな知見を
得られ、価値観の共有や行動化が促
されるのではと考えている。 
　持続可能な社会づくりに向けて、
環境パートナーシップオフィスの役
割・働きは大きく変化してきたが、
ウィズコロナ時代には今まで以上に
創造性が求められるだろう。地域循
環共生圏の実現・SDGsの達成に向
けて、日々試行を重ねながら事業に
取り組んでいきたい。 
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